
　

背景 

まとめ 
調査の途中段階ではあるが､中流・下流の
時点でMPSが検出されている。 
➡よって河川で発生したMPSが海のMPS
による汚染を促進していることがわかった。
これから、上流でどのようなMPSが検出さ
れることによって主に何が原因で河川の
MPS問題が促進されているのか調査して
いきたいと考えている。  

調査方法 

参考文献 https://www.env.go.jp/water/marine_litter/00_MOE.pdf

　　　　　　　　   https://www.jstage.jst.go.jp/article/jscejhe/75/2/75_I_433/_pdf/-char/ja

８班　河川と海洋のMPS問題の関連性 

　　　

PS製品の増加によって水質の汚染が進んでいる 
　汚染の根源を探り、 

　どのような対策ができるのか調査する。 
 

※今回は人口密度と 
市街地率が高い 
荒川に注目した。 
 

 

先行研究

・ペットボトル、ビニール袋による汚染 
　が進んでいる 
・食品容器、ラベルが劣化した状態で 
　多く検出されている。 

仮説
　河川の下流付近で既にMPSが検出されている 
→河川の上流でMPSが検出される可能性がある 
家庭ごみによる河川の汚染が海の汚
染にも影響を与えているのではないか 

今回は身近な材料を利用したい 
…プランクトンネット→ストッキング 
◯水の通り抜けができるかごにストッキングを
取り付け、２時間ほど水中に沈める 
 
七北田川で定点観測を複数回行い、MPSが
検出される平均数を調査 
　結果からどのような物質が汚染を促している
のか、上流の時点で汚染が進んでしまってい
るのかを調査する 
 

https://www.env.go.jp/water/marine_litter/00_MOE.pdf

